
    

 

 

 

「AIの進歩により、求められるものは・・・」 

校庭を眺めると、「花いっぱい運動」で生徒たちが植えてくれた花々が、強い日差しに照らされて色鮮やか
に、とても眩しく感じられます。例年より遅い梅雨入りの後、例年以上の猛暑が予想されますので、どうぞご自
愛ください。 

先日、朝の校門前で登校指導をしていると生徒から「校長先生、お手紙です。」と元気よくお手紙を渡しても
らいました。その手紙は、昨年度同様剣道の全国大会出場決定のお知らせでした。ちょうど一年前は、そのこと
を朝学活で伝えていただいたところ、朝学活終了後には、三競技５名の全国大会出場を知ることとなり、喜んだ
ことを思い出しました。今年度は、修学旅行の前後に、フェンシング大会で河邊大晟君、剣道大会で日数谷大
昇君、井田勘太君、空手大会で米丸旺汰君、松下瑛哉君、山口昴大君、塩見愛翔君、水泳大会で河原志侑君
の四競技８名の全国大会出場が決定しました。おめでとうございます。そして、全国大会での活躍を、詳徳中学
校のみんなで応援したいと思います。頑張ってください。 

さて先日、次のような新聞のコラムが掲載されていました。 

「AIは仕事をどう変えるか」という見出しで「AIの進歩は、仕事にどのような影響を与え、個人にとってはど
のようなスキル（技術・技能）の上昇が求められるか」というものでした。「タクシー乗務員の仕事は、運転・接
客・需要予測（お客さんがどの時間帯どの地域にいるか予測すること）などいくつかのタスク（作業）で構成さ
れている。AIが自動運転をし、需要予測を代替するとすれば、タクシー乗務員に重要になるのは接客のスキル
かもしれない。また、AIが契約書をチェックし、画像診断をするのであれば、弁護士や医師も同様かもしれな
い。」とのことでした。つまり、高い専門性はAIに任せ、高い人間性が求められるという指摘だったのです。 

「なるほどなぁ」と思いながら、２年生のホールを歩いていると、掲示板に多くの壁新聞が貼られていました。
それは、２年生社会科の地理分野の発表で「日本は災害の多い国であるにもかかわらず、人口が多いのはな
ぜだろうか。」という表題が記されていました。そして、各学級各班からの主張のレポートが掲示されていまし
た。 

一つを紹介すると次のようなものでした。「日本の人口が多いのは川が多いから。」その理由として①地震が
多い国は人口も多い。②地震が発生すると山ができる。③山ができると川ができる。④川があると人が集まる。
⑤川があると貿易が栄える。結論として「災害の中にも人間が暮らしていく上でメリットがある。」「人間が暮ら
していく上で水は必要な資源であるため川の周りに人は集まることが分かりました。」その他にも「災害対策が
進んでいるから」「日本は災害の多い国である。でもその分、他国から高い評価を受けるくらいの多くのメリット
がある国でもあるから」など、グラフや写真、イラストなどを交えて、多くの主張が示されていました。 

一昨年度から、本校では「正解のない問い」に最適解を考えさせる「課題解決型の学習」に取り組んでいま
す。現代の日本には、少子高齢化やグローバル化への対応、労働人口の減少による国家財源の減少、社会保
障問題など、これまでの思考法や AIでも導き出せない問題が山積しています。その時代において「考える能
力」「課題解決力」が必要とされているからです。このような力を身につけるためには、様々な課題に対するア
プローチ方法や解決方法を自ら想定し､仮説を立て、検証し、言語化して発表できる能力が必要です。 

また、今回の社会科のレポートの裏側には、各班での話し合いがあります。話し合いでは、「無知・無能だと
思われる不安」や「邪魔をしている･ネガティブだと思われる不安」を取り除き、「発言の機会を平等にする」
「人の話を肯定的に聞く」「協力的な話を行う」ことなどを大切にした、心理的安全性が確保された中での話し
合いが重要です。AIが発達してきた社会に求められる、人間性を高めるための授業が行われていることを実
感するとともに、そのような授業作りに取り組んでくださっている先生方に、感謝の気持ちでいっぱいです。 

6月2６日には、午後から課題解決型学習に向けての                                       
研究会を行いました。このような研究授業が行えるのも、                                       
地域や保護者の方々のご理解とご協力のおかげだと思います。                                  
併せて、子供たちの心理的安全性を確保しつつ、自由な発想を                                  
大切にし、人と協力する態度の育成に向けて、日々の学校教育                                    
活動を行って参ろうと思います。今後とも、本校の教育活動に                                    
ご理解とご協力の程を、今まで同様よろしくお願いいたします。 

校長 川口 研一 
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＊＊＊ 7・８月の主な予定 ＊＊＊ 

7月 １月 ２年生高校見学 

      ３年生性教育講演会 

   ２火 フッ化物洗口 

   ５金 非行防止教室（１，３年生） 

   ８月 あいさつ運動 

   ９火 フッ化物洗口 

１０水 口丹波大会壮行会 

１１木～１８木 三者面談 

短縮授業開始（部活動二部制） 

１９金 1学期終業式 

２０土 口丹波各種大会開始 

 

8月 １火 地域学校（安詳小） 

   ９金～１６金 学校の業務を休止する日 

  ２３金 全校登校日 

  ２９木 ２学期始業式 

  ３０金 発育測定 

亀岡市陸上競技大会(6/1)主な結果 
＊男子総合 第４位 
＊女子総合 第３位 
＊男女総合 第４位 
 
＊個人の部  
・男子の部 
１年１５００ｍ 準優勝 藪 来飛 
共通１１０ｍＨ 準優勝 松下 瑛哉 
共通砲丸投 準優勝 眞継 櫂凧 
２年１００ｍ 第３位 折本想介 

 
・女子の部 
 １年８００ｍ 準優勝 浦野 未央 
共通８００ｍ 準優勝 石丸 琴子 

 共通円盤投 準優勝 浅田 咲稀 
 共通円盤投 第３位 平岩 俐和 
２年１００ｍ 第３位 今 遥加 

   

   

   

 

   

 

口丹波陸上競技大会(6/15)主な結果 
＊男子総合 第９位 
＊女子総合 第５位 
＊男女総合 第７位 
 
＊個人の部 
・男子の部  
１年１５００ｍ 準優勝 藪 来飛 
共通１１０ｍＨ 第４位 松下 瑛哉 

 
・女子の部 
共通走高跳 準優勝 谷口 結愛 
共通円盤投 第３位 平岩 俐和 
２年１００ｍ 第４位 今 遥加 
 

※上記の者は京都府大会(7/27,28)に出場予定 

 

    

 

 

 

 

 

 

各種全国大会出場予定者 
○全国中学生フェンシング選手権大会 
 ［７月 27～29日 岐阜県で愛ドーム］ 
 河邊 大晟 
 
○全国道場少年剣道大会 
［７月 31日 日本武道館］ 
中学生団体の部 日数谷 大昇 
        井田 勘太 

 
○全国中学生空手道選手権大会 
 ［８月 20～22日 ｴﾃﾞｨｵﾝｱﾘｰﾅ大阪］ 
男子個人組手競技 米丸 旺汰 

 男子団体組手競技 米丸 旺汰 
松下 瑛哉 
山口 昂大 
塩見 愛翔 

 
○全国 JOC ｼﾞｭﾆｱｵﾘﾝﾋﾟｯｸｶｯﾌﾟ夏季水泳競技大会 
 ［８月 24～26日 東京ｱｸｱﾃｨｸｽｾﾝﾀｰ］ 
 100m背泳ぎ，200m背泳ぎ 河原 志侑 

５月 31 日(金)放課後、生徒会本部・各部の代表者たちが集まり、花いっぱい運動を実施し
ました。説明を聞いた後、小雨の降る中みんな黙々とベゴニアの苗植えに励んでいました。
花の色合いを見ながら、きれいに配置してくれました。 


